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02010130101秘書事務事業

秘書広報課 50-3012 綿谷典子

住民とともに育むまちづくり

効率的な行財政運営の推進

自治事務（任意的なもの）

ソフト事業

市 市が直接実施

無

有

無

市長の資産等の公開に関する条例・条例施行規則

事業対象
市長・副市長

市長、副市長の日程調整、各種会議等への随行、関係資料等の収集作成及び慶弔事務を行い、円滑かつ効率的な事務遂行に資する。また定期的
に市長記者会見を開催し、報道機関に対して市政情報を迅速かつ的確に発信することにより、市民に開かれた市政運営を目指す。

慶弔などの対外的な交流に係るほか、市政について記者会見の動画配信を行った。全国市長会、県市長会に参加し、情報交換を通じて連携を
図った。

○報償費（火事見舞 7件)　　　　　　　　　 　　　　　450千円

○旅費　（市長、副市長県外特別旅費）　　　　　　　　878千円

○交際費（慶祝・弔慰・激励金など）　　　　　　　　2,020千円

○需用費　消耗品費（事務経費、新聞代８紙９部）　　　390千円
　　　　　食糧費（お茶代）　　　　　　　　　　　　　 15千円
　　　　　印刷製本費（市長名刺印刷等）　　　　　　　 58千円

○役務費（クリーニング代）　　　　　　　　　　　　　 10千円

○使用料及び賃借料
　・車両借上料等　　　　　　　　　　　　　　　　　　454千円
　・有料道路通行料　　　　　　　　　　　　　　　　　 89千円
　
○負担金、補助及び交付金
　・全国市長会負担金　　　　　　　　　　　　　　　　428千円
　・福井県市長会負担金　　　　　　　　　　　　　　2,183千円
　・諸会議負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　159千円

予算

報酬

総務費款 項 目総務管理費 一般管理費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

総事業費

462 423

10 12

6,659 6,422

7,131 6,857

2.05 2.1514,407 15,284人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

21,538 22,141千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

2.05 2.1514,407 15,284人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 21,538 22,141千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 21,538 22,141千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値
回

12
記者会見・記者懇談会の開催回数 12

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成26年度

100
成
果 12

12 達成率

平成25年度

100 12

12 達成率

平成24年度

100 13

12 達成率

平成23年度

目標値％
64.3

会議・行事・催事等の出席率 68.5

実績値

達成率

93.87
成
果 68.2

68.5 達成率

99.56 62.4

68.5 達成率

91.09 68.4

67.0 達成率

目標値
件

43
行政要望応対件数 35

実績値

達成率

122.86
活
動 26

35 達成率

74.29 33

35 達成率

94.29 30

30 達成率

目標値
人

66
出席報道機関数 96

実績値

達成率

68.75
活
動 63

96 達成率

65.62 90

96 達成率

93.75 77

96 達成率

目標値件
661

会議・行事・催事等の出席依頼件数 750

実績値

達成率

88.13
活
動 670

750 達成率

89.33 733

750 達成率

97.73 714

750 達成率

目標値
円

21.7
市民一人あたりの交際費の額 20

実績値

達成率

108.5
活
動 21.6

20 達成率

108 20.0

20 達成率

100 21.5

30 達成率

71.67

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

A

A

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

A

A

C

すぐにできる クライシスを想定した記者会見等、未整備のマニュアル作成を行います。

改善提案

目標年度 未設定

引き続き検討していきます。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

交際費については、他市の状況等を常に把握し適切な支出に努めます。

他市での状況を常に把握し、適正な支出に努めました。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
秘書事務は現状を維持します。定例記者会見及び会議等の出席調整については他市の状況等も勘案しながら継続的に検討します。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
外部委託事業の対象外と考えられますので、当面は現状を維持します。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
現段階では過大コストとは考えにくいため、現状維持とします。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現在１人体制で業務を行っているが、今後は他市の状況等を調査研究しながら体制の見直しを検討していく。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき

目標年度 -- 年度

改善提案
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02010210101広報広聴事業

秘書広報課 50-3012 高柴直哉・杉田雅博

住民とともに育むまちづくり

住民と行政の協働によるまちづくりの推進

自治事務（任意的なもの）

ソフト事業

市 業務の一部を委託 印刷

無

無

無

事業対象
全市民、市外在住者や企業などの有料購読者

毎月２回の広報紙発行を通じて、市長の考え、市が実施する事業内容、市政の方向性などについて市民の理解を促進します。市民の理解だけに
留まらず、市民参画を促す協働ツールとして、市職員全体が活用できる広報を目指します。
　また、「行政相談」などの広聴活動を実施し、市民から市政に対する幅広い意見を聴取し、市政運営の参考とする。

【事業の概要】
広報さかいを毎月第２、第４木曜日にそれぞれ年１２回、１０回の定期発行
坂井市の情報をマスコミを媒体に的確に掲載等をおこなう

○報償費　　　（取材協力等お礼）　　　　　　　　 5千円

○旅　費　　　（全国広報研究大会参加）　　　　　24千円

○需用費　　　　消耗品費　（取材用消耗品費）　 175千円
　　　　　　　　食糧費　 　(会議用賄等)　　　　 22千円
　　　　　　　　印刷製本費（広報印刷費等）　19,903千円
                修繕料　　　　　　　　　　　　  24千円

○役務費　　　　広告料（マスコミ関係広告)　　　651千円

○委託料　　　　委託料(広報紙編集機器保守料)　　73千円

○使用料および賃借料
　　　　　　　　電算機器借上料　　　　　　　　 386千円

○負担金　　　（広報協会負担金等）　　　　　　　59千円

予算

報酬

総務費款 項 目総務管理費 文書広報費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

総事業費

71 105

17,715 17,723

651 242

466 490

18,903 18,560

2.71 2.0019,046 14,218人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

37,949 32,778千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

2.71 2.0019,046 14,218人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 37,461 31,800千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 37,949 32,778千円 千円 千円 千円

488 978千円 千円 千円 千円その他

目標値
ページ

100
広報お知らせ版ページ数 100

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成26年度

100
成
果 94

100 達成率

平成25年度

94 100

100 達成率

平成24年度

100 100

100 達成率

平成23年度

100

目標値ページ
276

広報通常版ページ数 288

実績値

達成率

95.83
成
果 290

288 達成率

100.69 288

288 達成率

100 288

288 達成率

100

目標値
件

894
各課などからの記事

実績値

達成率

---
活
動 995

達成率

--- 970

達成率

--- 930

達成率

---

目標値
件

179
市内の話題

実績値

達成率

---
活
動 169

達成率

--- 210

達成率

--- 226

達成率

---

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

A

A

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

A

A

A

すぐにできる 職員に対する広報意識の啓発に合わせ、シティセールスについても意識啓発に努めます。

改善提案

目標年度 未設定

職員に対し、個別に広報意識の啓発を行った。また啓発する側としても、広報の重要性を再確認した。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

広報のあり方について継続的に検討していきます。

広報の作成において、誰のため、何のために作るのかを念頭に検討。継続し、検討していく。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
他課の配付物の縮減を図るために、広報紙への掲載を推進するとともに内容の充実を図ります。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
ＤＴＰも導入したこともあり当面は現状どおり実施するとともに外部委託についても他市の状況を踏まえながら検討していきます。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
発行部数、ページ数の増減にも左右されるが、広報紙の内容等も検討しながら事業費の見直しを行っていきます。

目標年度 －－事業費の縮小を検討します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現在２人体制としており、現状維持としますが、勤務状況を把握しながら今後の体制について検討していきます。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

職員に対する広報意識の啓発に努めます。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき 広報紙のあり方また広聴の手段等について継続的に検討していきます。

目標年度 -- 年度

改善提案
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02010210111行政チャンネル運営事業

秘書広報課 50-3012 飛田　孝彦

住民とともに育むまちづくり

住民と行政の協働によるまちづくりの推進

自治事務（任意的なもの）

ソフト事業

市 業務の全部を委託 放送管理、番組制作

無

無

無

事業対象
市民（ＣＡＴＶ加入世帯）

市のお知らせなどを映像により情報発信する。また、市内の各種行事やイベント、市民に身近な話題なども放送し市民の交流や活動の活性化な
どを図る。

坂井チャンネル（さかいケーブルテレビ121ｃｈ）で午前6時から午前0時まで、広報番組5番組と文字情報を放送する。1日の放送回数や更新回数
は番組によって異なる。

○需用費消耗品費等（取材用経費）　　　　　　　350千円

○役務費損害保険料（取材機器保険）　　　　　 　30千円

○委託料
　・行政チャンネル管理委託料　　　　　　　　7,797千円
　・番組制作委託料　　　　　　　　　　　　 18,000千円

○使用料及び賃借料（収録システム機器リース料）586千円

予算

報酬

総務費款 項 目総務管理費 文書広報費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

総事業費

24,839 13,542

175 448

19 21

522 772

25,555 14,783

0.77 0.695,412 4,905人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

30,967 19,688千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

0.77 0.695,412 4,905人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 30,967 19,688千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 30,967 19,688千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円その他

目標値
％

72.4
さかいケーブルテレビ加入率 72

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成26年度

100.56
成
果 70.2

70 達成率

平成25年度

100.29 68.8

68 達成率

平成24年度

101.18 68

62 達成率

平成23年度

109.68

目標値本
88

番組放送数 70

実績値

達成率

125.71
活
動 58

70 達成率

82.86 58

70 達成率

82.86 56

100 達成率

56

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

B

B

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

B

A

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

B

B

A

すぐにできる 出来るだけ多くの人に視聴していただけるよう番組の内容を検討します。

改善提案

目標年度 平成26

平成27年2月のハイビジョン化に合わせ番組内容を大幅にリニューアルし、より多くの人に見ていただけるような工夫を図った。基本の番組は20分に放送尺を増やし、更新
頻度を月3回更新に拡大した。また講演会・イベントなどの長尺の番組も月1回から月2回へと更新頻度を増やし、内容の充実・新鮮な情報の提供に努めた。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

行政放送の在り方について検討していきます。

文字放送システムの更新を平成28年6月に予定しているので、それまでに文字によるお知らせをどのように行うかデータ放送など複数の案を検討している。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
ＨＤ化に更新するとともに番組内容の充実を図ります。

目標年度 平成26改善して継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
番組制作に当たってはプロポーザルにより業務委託をします。

目標年度 平成26現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
送信機のＨＤ化および番組のリニューアルに伴い事業費の増加を検討します。

目標年度 平成26事業費の増加を検討します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
番組制作については外部委託をしているところであり現状維持とします。

目標年度 －－現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

他部署もお知らせなど積極的に番組の情報提供を推進します。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき 番組リニューアル後も番組内容等について検討していきます。

目標年度 -- 年度

改善提案



【
事
業
の
概
要
】

【
事
業
の
コ
ス
ト
】

【
事
業
の
成
果
】

【
所
属
長
評
価
】
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担
当
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】
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前
年
度
改
善
案
に
対
す
る
取
組
状
況
】

事務事業名

所管部署

事業コード

総合計画
基本構想

基本計画

電話 記入者名

事業区分

事業種別

実施主体 実施手段 委託内容

根拠法令

根拠例規

関連計画・
マニュアル

事
業
の
目
的
・
事
業
の
概
要
等

02010210116ホームページ運営事業

秘書広報課 50-3012 飛田　孝彦

住民とともに育むまちづくり

住民と行政の協働によるまちづくりの推進

自治事務（任意的なもの）

ソフト事業

市 業務の一部を委託 ホームページ更新における保守

無

無

無

事業対象
 

行政情報や地域情報をリアルタイムに広く提供し、多様化する生活様式やニーズにきめ細かく対応することで、市民の生活活動を支援する。

ホームページ更新システム（ＣＭＳ）を導入し、データの一元管理を適切に行い、市の行政情報や魅力ある情報をリアルタイムに市民に提供す
る。

○委託料
　・ＣＭＳソフト保守料　　　　605千円
　・ＣＭＳ機能追加　　　　　1,750千円

○使用料及び賃借料
　・動画配信サーバー使用料　　389千円
　・機器リース料　　　　　　2,066千円

予算

報酬

総務費款 項 目総務管理費 文書広報費

コ
ス
ト

事
業
費

人
件
費

委託費

需用費

役務費

その他

事業費合計

正職員

臨時職員

人件費合計

平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度

総事業費

2,354 588

2,448 2,065

4,802 2,653

0.47 0.393,303 2,773人 人 人 人

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

千円 千円 千円 千円

8,105 5,426千円 千円 千円 千円

0.00 0.00人 人 人 人千円 千円 千円 千円

0.47 0.393,303 2,773人 人 人 人千円 千円 千円 千円

国県支出金 千円 千円 千円 千円

使用料･手数料 千円 千円 千円 千円

分担金･負担金 千円 千円 千円 千円

地方債 千円 千円 千円 千円

一般財源 8,078 5,399千円 千円 千円 千円

特
定
財
源

事
業
費

財源合計 8,105 5,426千円 千円 千円 千円

27 27千円 千円 千円 千円その他

目標値
件

894815
トップページアクセス件数 1200000

実績値

達成率

指標名 単位 年度 平成26年度

74.57
成
果 946376

1200000 達成率

平成25年度

78.86 910000

1200000 達成率

平成24年度

75.83 1089000

1200000 達成率

平成23年度

90.75

目標値件
4

広告バナー掲載数 36

実績値

達成率

11.11
活
動 6

36 達成率

16.67 9

36 達成率

25 39

36 達成率

108.33

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

目標値

実績値

達成率 達成率 達成率 達成率

【市民のニーズ】
社会情勢や環境の変化により、市民ニーズが薄れていませんか？

Ａ．薄れていない

Ｂ．少し薄れている

Ｃ．薄れている

【市が実施する妥当性】
市が事業実施主体となることは妥当ですか？（国、県、民間の活動と重複してい
ませんか？）

Ａ．妥当である

Ｂ．あまり妥当でない

Ｃ．妥当でない

【受益の公平性】
特定の個人や団体に受益が偏っていませんか？

Ａ．偏っていない

Ｂ．多少偏っている

Ｃ．偏っている

妥
当
性

A

A

A

【事務の効率化】
事務手続きの見直しなど、事務の効率性をさらに向上させることができますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【民間活力の導入】
事業の成果を低下させず民間活力（民間委託、指定管理者、まちづくり協議会
等）を導入することで、さらにコスト削減することができませんか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

【歳入増加策】
受益者負担金や歳入増加策を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

効
率
性

B

B

B

【事業の成果】
事業成果の目標達成状況は順調ですか？（事業の成果が十分に上がっています
か？）

Ａ．順調である

Ｂ．あまり順調でない

Ｃ．順調でない

【サービス内容の見直し】
成果を向上させるためサービス水準や対象を見直す余地はありますか？

Ａ．余地はない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．見直すべき

【他事業との統合】
類似・関連事業との統合により、成果をより向上させることはできますか？

Ａ．できない

Ｂ．検討の余地あり

Ｃ．できる

有
効
性

B

B

A

すぐにできる 最新の情報を掲載するように職員の意識向上を図ります。

改善提案

目標年度 未設定

グループウェア等で職員に対し情報の更新や新規掲載の依頼を行った。

取組状況

中長期的に取り組むべき
改善提案

取組状況

年度

市政情報の発信媒体が多様化する中で、効率的かつ効果的な媒体について検討します

平成28年4月のリニューアルに向け、平成26年度からワーキングチームを作り具体的な検討を行っている。

目標年度 未設定 年度

事業の方向性
情報発信の手段の一つとしてこのまま継続します。

目標年度 －－このまま継続します。 年度を目安

理
由

判
断

実施主体の方向性
このまま継続します。

目標年度 －－現状どおり実施します。 年度を目安

理
由

判
断

ｺｽﾄ投入の方向性
Ｈ28年度のホームページの更新リニューアルに向けて内容等を検討します。

目標年度 平成27事業費の増加を検討します。 年度を目安

理
由

判
断

人員投入の方向性
現在の担当１人を維持しますが、リニューアル時後の体制等について検討します。

目標年度 平成28現状を維持します。 年度を目安

理
由

判
断

すぐにできる改善提案

最新の情報提供に努めるよう職員の意識向上を図ります。

目標年度 -- 年度

中長期的に取り組むべき リニューアルの内容を検討するとともに今後もホームページの内容等の充実を図るために検討していきます。

目標年度 -- 年度

改善提案


